
平成23年台風１２号災害の発生に伴い近畿地方へ５名の職員をTEC-FORCE隊員として派遣。
派遣時には事務所幹部が出席し出発式を開催。
和歌山県・奈良県で支援活動を実施したTEC-FORCE隊員の帰還式を平成２３年１０月６日に開催。

帰還式では、支援活動に従事した隊員５名が参加し、活動状況等の報告が行われた。

TEC-FORCE（台風12号災害復旧支援）の出発・帰還式を開催 三次河川国道事務所

帰 還 式

○現地における支援活動状況報告
〔報告者：斉藤建設監督官〕

○事務所長からの挨拶
〔大変厳しい環境の中で、支援活動に従事した隊員を労うととも
に、地域の安全と安心を確保するため、地域の負託に応える
べく、事務所としては、引き続き支援活動をしていく方針が示さ
れた。〕

上：帰還式において活動状況報告を行う斉藤建設監督官

早朝の出発式の様子

TEC－FORCE隊員の活動概要

斉藤建設監督官 ： 和歌山県の新宮川水系の被災

状況調査
幸山専門官 ： 和歌山県那智勝浦町内で県道

及び町道の被災状況調査
井本用地第一係長： 奈良県五條市等で河川の被災

状況調査
角田専門調査員 ： 和歌山県那智勝浦町内で町道

の被災状況調査
八山道路管理係長： 和歌山県那智勝浦町内で町道

の被災状況調査

（H23,9,15～H23,9,22）

（H23,9,9～H23,9,16）

（H23,9,8～H23,9,15）

（H23,9,16～H23,9,22）

（H23,9,22～H23,9,29）

上：井本係長

右：八山係長



現地調査状況

■調査範囲 ： 和歌山県東牟婁振興局管内
■調査河川 ： 熊野川、高田川、里高田川（※）、口高田川、赤木川（※） ※関東地整河川班と分担

台風１２号災害 河川②班 TEC-FORCE活動報告

熊野川

熊野川
赤木川

高田川

高田川
口高田川

里高田川

ひがしむろ

新宮市

■派遣期間 ： H23.9.15～H23.9.22

新越路トンネル

新越路トンネル入口 通行規制状況

被害概要報告様式

被害概要報告様式

宿泊所「民宿 高砂」

合同打合せ状況

宿泊所

東牟婁振興局内TEC-FORCE新宮本部

東牟婁振興局



■日時・場所： H23.9.20 18時～、和歌山県東牟婁振興局 局長室
■調査河川 ： 熊野川、北山川、高田川、赤木川、和田川、志古川、篠尾川、九重谷川他 ６河川
■調査担当 ： 関東地方整備局（4名）、九州地方整備局（10名）、中国地方整備局（8名） 総勢22名
■報告状況 ： 九州地整が代表して報告書を振興局長に手渡し、各地整から調査した河川被災状況等

を報告
■河川施設の被災数： ５６箇所

～新宮川水系(熊野川の支川を含む14河川)の被災調査報告書を和歌山県に報告～

台風１２号災害 和歌山（河川班）TEC-FORCE活動 報告書引渡式

番号 河川名 延長（ｍ）

100 熊野川 28,609 ２カ所 中国地方整備局

102 高田川 9,200 ４カ所 中国地方整備局

103 里高田川 1,270 ７カ所 中国地方整備局,関東地方整備局

104 口高田川 1,800 ４カ所 中国地方整備局

106 赤木川 27,000 １０カ所 中国地方整備局,関東地方整備局

107 谷口川 1,300 ３カ所 九州地方整備局

108 東の川 2,700 １カ所 関東地方整備局

109 和田川 13,000 ４カ所 関東地方整備局

110 志古川 2,000 ３カ所 九州地方整備局

111 いら原川 1,800 ３カ所 九州地方整備局

116 篠尾川 9,000 ９カ所 九州地方整備局

117 小井谷川 1,950 ３カ所 九州地方整備局

118 北山川 34,473 １カ所 九州地方整備局

119 九重谷川 250 ２カ所 九州地方整備局

中国地方整備局TEC-FORCE河川班③

河川施設
被災箇所

平成23年9月20日

関東地方整備局TEC-FORCE河川班②

九州地方整備局TEC-FORCE河川班④

九州地方整備局TEC-FORCE河川班⑤

一級河川（県管理区間）

一級河川新宮川水系（県管理区間）

被災状況報告書

（全体総括）

TEC-FORCE担当地方整備局

《九州地整から振興局長に提出》

《関東の報告》
《九州の報告》

《九州の報告》 《中国の報告》

《近江局長からのことば》

《囲み取材》

取材記者6名程度
（朝日、讀賣他）

※9/20
18:10のニュースで放送

《NHKのインタビュー》

7/22 紀南新聞7面


